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カンボジア児童の体格と体力との関係
-10歳児を対象にした報告一
千 菓 義 信
要旨
本研究はカンボジア児童を対象に体格測定､体力テストを実施して､当地児童の体格の
特徴及び体格と体力との関係について検討するものである｡対象は当該国内1市7州で生
活する10歳の児童 (女子438名､男子400名)であった｡体格測定として身長 ･体重､体力
テストとして上体起こし･長座体前屈 ･反復横とぴ ･5分間走 ･50m走 ･立ち幅とびを
測定した｡対象児童を身体充実の指数と考えられるローレル指数から標準以下 (ローレル
指数115以下)､標準 (ローレル指数116から144)､標準以上 (ローレル指数145以上)の3
つの身体タイプに分類して､これらを指針に男女別に体力テス ト結果についての比較を
行った｡
身体タイプの分類では､女子の半数強 (53.9%)､男子の半数近く (47.8%)が標準以
下に分類された｡ローレル指数によって分類された身体タイプ間の体力の比較では､女子
の5分間走において標準以下タイプが標準タイプと比べて有意 (p<0.01)に高値を示し
ていた｡男子では50m走において標準タイプが標準以上タイプと比べて有意 (p<0.01)
に高値を示し､立ち幅とびでは標準以下､標準タイプが標準以上タイプと比べて有意 (p
<0.01)に高値を示していた｡その他の身体タイプ間には男女共に有意な差は認められな
かった｡
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Ⅰ はじめに
我が国を含む先進諸国においては､ヒトの発
育や発達に関連する調査や研究が長きに渡り続
けられ報告されてきた13)19)｡健康の維持 ･増進
に不可欠なそれらの情報が必要とされることは
開発途上国についても同様と言える｡ しかし､
これらの国々での発育や発達に関連する情報を
見出すことは大変困難であり､体格や体力につ
いての統一資料そのものが存在 しない国も多
い｡開発途上国では予防医学の考え方が広まっ
ておらず､それに伴い体育 ･スポーツ活動の普
及が遅れている｡そのため体育科教育における
基礎資料となる対象児童 ･生徒の体格や体力に
関する資料はおろか測定を行う十分なシステム
が整っていない現状が続いている｡ 開発途上国
-の援助活動は様々な国や組織によって進めら
れているが ｢体育 ･スポーツ教育｣分野は経済
成長や貧困削減を目標とする開発援助の枠組み
においては優先順位が低く､援助機関等の掲げ
る援助対象項目･開発重要項目になり難く他分
野の活動よりも遅れているのが実情である12)0
筆者はカンボジアでの体格や体力についての
資料を収集 ･分析する目的でこれらに関連する
調査活動を続けてきた｡その結果､当該国児童
は日本の同世代と比較して体格､体力共に低値
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であったこと2)5)9)､体格と体力との関係にお
いて､男子は女子よりも体格要素が体力発･操に
及ぼす影響が強いこと3)､当該国の都市部で生
活する児童の体格は他地域で生活する児童より
も大きな傾向であったが､これらの要素が必ず
しも体力発揮に有効に役立っていないこと17)な
どを報告すると共に､体格に関するパーセンタ
イルグラフや体力に関する評価表を作成してき
た4)6)7)8)｡体格や体力に関連する十分な情報
量を持たない当該国ではこれらに関する調査が
続けられ､十分な情報量の収集や分析が今後さ
らに重要になってくると考えられる｡
本研究はカンボジア児童を対象に体格測定､
体力テストを実施して､当地児童の体格の特徴
及び体格と体力との関係について検討するもの
である｡
Ⅰ 方法
1.対象者
カンボジア国内PhnomPenh市､Battambang
州､KompongCham州､SihanoukVile州､
KompongChhnang州､SvayRieng州､Kratie
州､RattanakKiri州の1市､7州 (Fig.1)各
3校 (SihanoukVile州のみ4校)の全25の小
学校 (以下調査校)へ通学する10歳の女子438
名､男子400名であった (Table1)｡
2.測定の項目
測定項目および測定要領は文部科学省 ｢新体
カテス ト実施要項｣15)を参照して基礎運動能力
を十分に反映する種目と共に､測定器材が不十
分な調査校内でも測定可能と考えられる体力テ
スト項目を選定した｡測定に先だって調査校教
員に対して測定に関する伝達講習会を実施し
た｡Fig.2にその様子を示した｡講習会講師は
筆者らが担当し､測定中の安全管理､倫理的な
配慮についての指導､確認も同時に行った｡被
験者に対しては測定の趣旨と測定内容を十分に
説明して同意を得るように指導し同意を得た者
のみを対象とした｡体格測定は､身長と体重の
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2項目を採用した｡体力テスト測定は以下の6
項目であった｡また､伝達講習会では現地公用
請 (クメール語)での ｢体格 ･体力測定マニュ
アル｣10)を独自に作成して利用した｡
(1)筋持久力測定 二上体起こし (sit-ups)
(2)柔軟性測定 :長座体前屈 (sitting-trunk-
flexion)
(3)敏捷性測定 :反復横とぴ (side-step)
(4)全 身持久力測定 :5分間走 (5minutes-
distanceィun)
(5)全身パワー ･走力測定 :50m走 (50m-run)
(6)瞬発力測定 :立ち幅とぴ (standing-1ong-
jump)
3.調査期間
体格､体力テストに関する伝達講習会を受講
した教員により､その勤務校 (調査校)におい
て2008年1月から3月の期間に行われた｡
4.分析方法
体格測定から得られた身長と体重の測定値を
基にローレル指数を求めた｡その指数が115以
下の児童を標準以下 (underaverage)､116か
ら144の児童を標準 (average)､145以上の児
童を標準以上 (overaverage)の3つの身体タ
イプに分類18)して､これらを指針に男女別に体
力テスト結果についての比較を行った｡被験者
と日本の同世代16)との統計的有意差検定には平
均値の差の検定 (対応のないt-test)を用いた｡
身体タイプの平均値間の統計的有意差検定には
一元配置の分散分析を使用し､有意差が認めら
れた場合の多重比較にはSchefeの方法を用い
た｡解析 には統計ソフ トSPSS12.Oforwin-
dowsを使用した｡
Ⅱ 結果
被験者の身体的特徴を明らかにするために､
日本16)の10歳 (女子 :身長140.1±6.9cm､体
重34.2±6.5kg､男子 :身長139.0±6.0cm､体
BTB:Batanbang,KCH:KalnpOngChhlam,
KCM:KampongCham,
KRT:Kratie,PNH:PlmomPenh,RNK:RatanakKiri,
SHY:SihanoukVile,SVR:SvayRieng
Fig.1 1nvestigationareasinCambodia
Fig.2 PFT-workshopinPhomPenh
Tablel Characteristicsofthesubjects
height weight Rohrer'sindex
(cm) (kg)
Girls(n-438) 129.5
S.D 8.5
Boys(n-400) 128.5
S.D 8.0
???????
S.D:StandardDeviation
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重33.9±6.6kg)との比較を行いその特徴の把
握に努めた｡男女共に身長､体重共に日本の値
が被験者と比べて有意 (p<0.01)に高値を示
していた｡
これらの身体的特徴を有する被験者をローレ
ル指数から男女各 3つの身体タイプに分類 し
た｡女子では標準以下が236名 (53.9%)､標準
178名 (40.6%)､標準以上24名 (5.5%)､男子
で は 標 準 以 下191名 (47.8%)､標 準176名
(44.0%)､標準以上33名 (8.3%)であった｡
上記3タイプを指針に体力を比較した｡Table2
に示す様に女子では5分間走において標準以下
タイプが標準タイプと比べて有意 (p<0.01)
に高値を示 していた｡次にTable3に示す様
に男子では50m走において標準タイプが標準
以上タイプと比べて有意 (p<0.01)に高値を
示し､立ち幅とびでは標準以下､標準タイプが
標準以上タイプと比べて有意 (p<0.01)に高
値を示していた｡その他の身体タイプ間には男
女共に有意な差は認められなかった(Table2､
Table3には体力測定結果と共に身体的特徴も
合わせて示した)｡
以上の様にローレル指数から分類した身体タ
イプ間には体力の差が見受けられる項目が認め
られる｡ 次項では有効な相違が認められる項目
についての考察を中心に進める｡
Ⅳ 考察
本研究はカンボジア児童の体格の特徴及び体
格と体力との関係について検討するものであっ
た｡
被験者の身体的特徴について､日本の同世代
との比較では男女共に身長､体重共に日本の値
が被験者と比べて有意に高値を示していた｡身
長では被験者女子 (10歳)は日本の8-9歳に
相当し､男子 (10歳)は日本の8歳程度に相当
した｡また､体重では被験者男女 (10歳)は日
本の7-8歳に相当した｡本研究の被験者の身
体的特徴は日本の同世代と比べると身長､体重
共に大きく劣っている集団といえる｡
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はじめに､これらの身体的特徴を持つ被験者
を身体の充実指数と考えられるローレル指数か
ら分類 した｡その身体タイプは､女子の半数強
(53.9%)､男子の半数近く (47.8%)が標準以
下に分類された｡肥満などの成人病の芽ばえの
低年齢化の指摘14)がある日本を含む先進諸国と
はその発育様相に相違があるようである｡ 当該
国は東南アジア諸国連合 (ASEAN)に最後に
加盟した後発の開発途上国 (LDC:LeastDeve1-
0pedCountries)であ り､GDPが低 く1人1
日あたりの食料供給熱量20)が低値であることな
どが影響しているものと推察する｡ これら身体
の発育に影響を及ぼす栄養摂取状況等の ｢食｣
に関連する調査は改めて行う必要がある｡
次に､ローレル指数によって分類された身体
タイプ間の体力を比較した｡その結果､女子の
5分間走､男子の50m走､立ち幅とびで有意
差が認められた｡全身持久力を反映する5分間
走で､女子の標準以下タイプが標準タイプの値
を有意に上回っていた｡標準以下タイプはロー
レル指数から見ると ｢やせぎみ｣または ｢やせ
すぎ｣に分類される｡有意に上回っていた標準
タイプと比べて体重の軽いことが全身持久力発
揮にポジィティブな要因を与えた可能性が示唆
される｡ 全身パワー ･走力､瞬発力を反映する
50m走､立ち幅とびで､男子の標準タイプが
標準以上タイプの値を有意に上回っていた｡標
準以上タイプはローレル指数から見ると ｢太り
ぎみ｣または ｢太りすぎ｣に分類され､体重の
重たいことが全身パワー､瞬発力発揮にネガ
ティブな要因を与えた可能性が示唆される｡立
ち幅とびでは男子の標準以下タイプも標準以上
タイプの値を有意に上回っていた｡これらに共
通した事項として､走る､または跳ぶといった
自分自身の体重を支えざるを得ない身体活動
(体力テス ト項目)において､ローレル指数が
高値なタイプは､自分自身の体重が負荷となり
パフォーマンスを低下させるものと考えられ
る｡ また､これらのことは女子よりも男子の方
が顕著であった｡
以上の様に､ローレル指数から分類した身体
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Table 2 Results of Physical Fitness Test: girls
type height weight Rohrer's index sit-ups t-flexion side-step 5min-run 50m-run long-jump
(cm) (kg) (times) (cm) (times) (m) (m/sec) (em)
Under average (n = 236) 13L 5] 1 23 9] 1 104.2 14.8 29. 5 30.4 758.4] 4.8 147.0S.D 8.1 * 4.7 * 8. 5 3. 9 7.2 8.4 167.5 * O. 6 18.8
Average (n = 178) 127.4 * 26.3 * 125. 7 14. 1 30. 1 32.0 703.6 4. 7 142. 9
S.D 7.9 5. 2 7.8 3. 9 7.4 8. 1 164.6 O. 5 18. 9
Over average (n = 24) 125.6 33. 1 165. 1 14.2 29. 5 29. 7 712.9 4.8 139.8
S.D 10.5 8. 2 20.3 4. 7 6.0 7. 1 180.8 O. 5 16.5
Under average is less than 115 of Rohere's index. Average is Rohere's index from 116 to 144. Over average is more than 145 of Rohere's index.
sitting-trunk-flexion: t-flexion. 5minutes-distance-run: 5min-run. standing-long-jump: long-jup. It showed the characteristics of the bodY,too.
S.D: Standard Deviation, Significant levels: ·p<.05
Table 3 Results of Physical Fitness Test: boys
type height weight Rohrer's index sit-ups t-flexion side-step 5min-run 50m-run long-jump
(cm) (kg) (times) (cm) (times) (m) (m/sec) (cm)
Under average (n = 191)
13L 6] 1 24 1] 1 104. 9 14.4 30. 1 30. 9 765.0 4. 9 152.4 ]S.D 7.4 * .3 * 8.0 4.4 8. 1 9.8 194. 1 O. 6 18. 1
Average (n = 176) 126.8] * 25.9 * 125.8 14. 7 30.4 33.0 751. 8 4.9] 152.7] *
S.D 7.3 * 4.8 7.6 4.6 8.5 8.4 192. 5 0.5 * 15.7 *
Over average (n = 33) 120. 1 26.9 154. 7 12. 7 33. 1 31. 6 744. 1 4. 6 143. 2
S.D 6. 2 3. 5 9.5 3.6 8. 1 7. 6 150. 2 O. 5 16.6
Under average is less than 115 of Rohere's index. Average is Rohere's index from 116 to 144. Over average is more than 145 of Rohere's index.
sitting-trunk-flexion: t-flexion. 5minutes-distance-run: 5min-run. standing-long-jump: long-jup. It showed the characteristics of the body,too.
S.D: Standard Deviation, Significant levels: ·p<.05
タイプは､女子の半数強､男子の半数近くが標
準以下であった｡ローレル指数によって分類さ
れた身体タイプ間の体力の比較では､女子の全
身持久力ではその指数が低値であることがポ
ジィティブな要因となり､男子の全身パワー ･
走力､瞬発力ではその指数が高値であることが
ネガティブな要因であることが示唆された｡
ヒトの身体タイプを判定する指標としてブ
ローカ (Broca)指数､ブローカの変法 (桂の
変法)､ケ トレー (Quetelet)指数またはカウ
プ (Kaup)指数か らのBMI(BodyMassln-
dex)､ローレル (Rohrer)指数が上げられる｡
これまで学童期の肥満度を評価する場合にロー
レル指数が用いられている1)ことから本報では
ローレル指数を採用して体型分類の指針とし
た｡今後はより正確な体格や身体組成を判定す
るために体脂肪率の測定を行うことが有効であ
ると考える｡また､本報の結果からの検知を基
に多くの年齢層の調査 ･分析も今後の課題とな
る｡
加えて､本報の対象となるカンボジア国では
1970年代に続いた内戦の結果､国づくりの基礎
である人材と制度及び経済 ･社会 ･教育インフ
ラが根本から破壊されてしまった｡パリ和平協
定 (1991年10月)以降これらの再構築 ･整備が
進められて来た｡しかし､体育 ･スポーツ活動
に関連しては当該国に十分な研究機関や組織が
無いことから､施設の建築 ･設置等に偏った開
発を余議なくされている現状が続いてきた｡政
府開発援助 (ODA)を効果的に進めるに当たっ
ては案件の形成､実施､実施状況の把捉等にお
いて当該地域で豊富な経験を有するNGOとの
連携を強化していくことが有効である1)｡現
在､当地での体育科教育支援を進めるに当たっ
て最も必要なことは人材の育成である｡ これら
を念頭に支援活動を継続して行くことが重要で
ある｡
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Ⅴ まとめ
本研究はカンボジア児童を対象に体格測定､
体力テストを実施して､当地児童の体格の特徴
及び体格と体力との関係について検討するもの
である｡対象は当該国内1市7州で生活する10
歳の児童 (女子438名､男子400名)であった｡
体格測定として身長 ･体重､体力テストとして
上体起こし･長座体前屈 ･反復横とび ･5分間
走 ･50m走 ･立ち幅とびを測定した｡対象児
童をそのローレル指数から標準以下 (ローレル
指数115以下)､標準(ローレル指数116から144)､
標準以上 (ローレル指数145以上)の3つの身
体タイプに分類して､これらを指針に男女別に
体力テスト結果についての比較を行った｡結果
は以下であった｡
1)ローレル指数から分類した身体タイプは､
女子では標準以下236名(53.9%)､標準178
名 (40.6%)､標準以上24名 (5.5%)､男
子では標準以下191名 (47.8%)､標準176
名(44.0%)､標準以上33名(8.3%)であっ
た｡
2)女子は5分間走おいて､標準以下タイプが
標準タイプと比べて有意に高値を示してい
た｡
3)男子は50m走で標準タイプが標準以上タ
イプと比べて有意に高値を示していた｡さ
らに､立ち幅とびで標準以下､標準タイプ
が標準以上グループと比べて有意に高値を
示していた｡
以上の様に､ローレル指数から分類した身体
タイプは､女子の半数強､男子の半数近くが標
準以下であった｡ローレル指数によって分類さ
れた身体タイプ間の体力の比較では､女子の全
身持久力ではその指数が低値であることがポ
ジィティブな要因となり､男子の全身パワー ･
走力､瞬発力ではその指数が高値であることが
ネガティブな要因であることが示唆された｡
付記
本研究はJICA (国際協力機構)とNPOハー
トオブゴール ド (岡山市)との ｢JICA草の根技
術協力事業｣｢カンボジア王国小学校体育科指導
書作成支援プロジェクト｣の一部を報告するもの
であり､本プロジェクトに賛同下さるカンボジア
教育 ･青少年スポーツ省学校体育スポーツ局､参
加協力校の皆様に深謝いたします｡
NPOハー トオブゴール ド活動の詳細 は以下の
ホームページ :httpノ/www.hofg,org/
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